



Submit Search


Upload
GL14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
•
0 likes•41 views

M
Masato FUKUHARAFollow
GL14Read less

Read more
Education




Report
Share








Report
Share



1 of 17Download NowDownload to read offline











































Recommended
GL13.pdf
GL13.pdfMasato FUKUHARA 


GP14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GP14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 


GP13.pdf
GP13.pdfMasato FUKUHARA 


環境を切り口にした問題解決力向上セミナー
環境を切り口にした問題解決力向上セミナーashizawa1 Ashizawa 


2012 ckg 2-1
2012 ckg 2-1Environmental Consortium for Leadership Development (EcoLeaD) 


【MCKids】環境問題
【MCKids】環境問題nobianchi 


aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 


GL13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GL13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 







More Related Content
More from Masato FUKUHARA
GP13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GP13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 



GL12aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GL12aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 



GP12tcue2023________________________.pdf
GP12tcue2023________________________.pdfMasato FUKUHARA 



GP11.pdf
GP11.pdfMasato FUKUHARA 



GP10.pdf
GP10.pdfMasato FUKUHARA 



GL10.pdf
GL10.pdfMasato FUKUHARA 



GP09.pdf
GP09.pdfMasato FUKUHARA 



GL09.pdf
GL09.pdfMasato FUKUHARA 



GP08.pdf
GP08.pdfMasato FUKUHARA 



GL08.pdf
GL08.pdfMasato FUKUHARA 



GP07.pdf
GP07.pdfMasato FUKUHARA 



GL07.pdf
GL07.pdfMasato FUKUHARA 



GP05.pdf
GP05.pdfMasato FUKUHARA 



GL05.pdf
GL05.pdfMasato FUKUHARA 



GP04.pdf
GP04.pdfMasato FUKUHARA 



GL04.pdf
GL04.pdfMasato FUKUHARA 



GP03.pdf
GP03.pdfMasato FUKUHARA 



GL03.pdf
GL03.pdfMasato FUKUHARA 



GP02.pdf
GP02.pdfMasato FUKUHARA 



GL02.pdf
GL02.pdfMasato FUKUHARA 





More from Masato FUKUHARA (20)
GP13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GP13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf 


GL12aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GL12aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf 


GP12tcue2023________________________.pdf
GP12tcue2023________________________.pdf 


GP11.pdf
GP11.pdf 


GP10.pdf
GP10.pdf 


GL10.pdf
GL10.pdf 


GP09.pdf
GP09.pdf 


GL09.pdf
GL09.pdf 


GP08.pdf
GP08.pdf 


GL08.pdf
GL08.pdf 


GP07.pdf
GP07.pdf 


GL07.pdf
GL07.pdf 


GP05.pdf
GP05.pdf 


GL05.pdf
GL05.pdf 


GP04.pdf
GP04.pdf 


GL04.pdf
GL04.pdf 


GP03.pdf
GP03.pdf 


GL03.pdf
GL03.pdf 


GP02.pdf
GP02.pdf 


GL02.pdf
GL02.pdf 






Recently uploaded
コーディング規約_Scratch編_v1.1
コーディング規約_Scratch編_v1.1satoshi59 



画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習MILab 



変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定
変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定MILab 



東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024
東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024Tokyo Institute of Technology 



画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習MILab 



Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptx
Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptxYukiTerazawa 



第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料
第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料Masa Furuichi 





Recently uploaded (7)
コーディング規約_Scratch編_v1.1
コーディング規約_Scratch編_v1.1 


画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習 


変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定
変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定 


東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024
東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024 


画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習 


Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptx
Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptx 


第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料
第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料 











GL14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf

	1. GL14
地球環境と正義
グローバル化と生活(Globaliazation,farris2023)
福原正人（nonxxxizm@icloud.com） 1/17
  


	2. ・気候正義の背景を理解する
・気候正義がなぜ難しい課題であるのかを理解する
今日のテーマ：気候正義
2/17
  


	3. 地球温暖化：21世期末までに平均気温は最大4.8℃上昇する可能性がある
海水酸性化：海水の二酸化炭素濃度が上昇すること
・北極・南極の氷河が溶けることで「海面上昇」・「海岸侵食」
e.g.ツバル・キリバスなど島嶼諸国での台風被害、農業塩害
→集団での移住プログラムの実施
・暑熱の激化、台風や洪水の大型化、乾燥地の砂漠化、熱帯性伝染病
→急激な気候変動は、先進国よりも途上国により深刻な悪影響を与える
(1)途上国は、温暖化の影響を受けやすい赤道付近に集まっている
(2)途上国は、災害被害の最小化や復興の他、伝染病の予防など公衆衛生
の整備をする経済・技術上の能力がない
＝気候変動による悪影響は、途上国における貧困の深刻化をもたらす
気候変動とその悪影響
3/17
  


	4. 気候変動により最低限の権利が侵害されることが予見されるから
・現在世代における「途上国の人々」
・将来世代の誰か
*むろん、地球環境の破壊自体が悪いことなのだと主張することも直観的
ではあるが、ここでは問題にしないことにする
確認(1):気候変動はなぜ問題なのか？
4/17
  


	5. ・自然起源：気候変動は、人間の手によって引きおこされていない
e.g大陸移動、地球の公転、太陽の活動、火山噴火など
・人為起源：気候変動は、人間の手によって引きこされている
温室効果ガス(GHG):温室効果を持つガス→平均気温の上昇、海水酸性化
e.g.CO2(二酸化炭素)：石油や天然ガスなどの化石燃料の燃焼など
メタン：家畜の腸内発酵など（cf.肉食の環境負荷）
気候科学者のコンセンサス：
現在の気候変動の一部は、ほぼ確実に人為起源である国連気候変動に関す
る政府間パネル(ICPP)の報告者では、20世紀半ば以降の温暖化は、95%
以上の確率で人為起源であるとされる
気候変動の原因
5/17
  


	6. 気候変動は人為起源である
→産業革命以降の近代的なライフスタイルを享受している人々
・過去世代の先進国の人々
・現在世代の先進国の人々
確認(2):気候変動は誰が引き起こしたのか？
6/17
  


	7. 緩和策：気候変動の進行を抑制すること
＝CO2を中心に温室効果ガスの排出量の削減すること
国家：化石燃料の炭素含有率に応じた炭素税、再生可能エネルギーの促
進、電気自動車の普及、植林など
企業：企業版2℃目標による取り組み、再生可能エネルギーでの経営
適応策：気候変動の悪影響を軽減させること
e.g.防波堤・離岸堤の建設、作物の品種改良、都市部の緑地化など
→途上国は、気候変動の影響に脆弱であることから、その貧困改善は適応
策の観点からも重要である
どのような対策ができるのか？
7/17
  


	8. ・環境と開発に関する国際連合会議（リオ・サミット、1992年）
・気候変動に関する国際連合枠組み条約の発効(1994年)
「共通だが異なる責任」原理
(PrincipleofCommonbutDifferentiatedResponsibility)
→気候変動はすべての締約国の共通の課題である一方、各国家による対処
能力で異なる責任があることを確認する
・京都議定書（1997年）：先進国全体の排出量を1990年比で5％削減
・パリ協定(2015年)：先進国を問わず各国で排出削減目標の設定
→上記の原理を踏まえて先進国と途上国の足並みが揃わない状況
国際的な取り組むとその課題
8/17
  


	9. 地球全体の課題：「CO2排出量削減」
→CO2排出量削減は経済発展を妨げるという負担となる
先進国
・現在の生活水準を維持したい＝現在の排出量を維持したい
途上国
・これから生活水準を上げたい＝現在の排出量から増やしたい
・先進国が気候変動を引き起こしたんでしょ？＝先進国が削減しろよ
現状：各国家が恣意的に過去の一地点を基準にして削減目標を設定する
なぜ共通だが差異ある責任？
1
1.大気に一度排出されたCO2は長期間残留する。よって過去のCO2排出が、現在の地球温暖化の原因であり、現在の
CO2排出が、将来の地球温暖化の原因になることが予見される。 9/17
  


	10. ・地球温暖化
→現在世代（や将来世代）の権利侵害
・地球全体の課題「CO2排出量削減」
→正義の義務
・この義務を果たすための公正な負担分配は？
・先進国はなぜ途上国よりも多くの責任があるのか？
(1)平等な排出権
(2)汚染者負担原則
(3)能力原則
気候正義(climatejustice)とは？
2
2. これに加えて受益者負担原則もあるが、ここではスキップしておく。
10/17
  


	11. 一人当たりの平等な排出量を設定する
→地球全体の課題は平等に負担し合おう
メリット
・わかりやすく平等であること
デメリット
・過去のCO2排出を踏まえていない
・現在の経済発展のニーズを踏まえていない
→単純な平等は先進国と途上国で足並みが揃わない状況を反映していない
平等な排出量
11/17
  


	12. 過失に基づく負担分配
→汚した人が負担しよう
メリット
・わかりやすく先進国の負担を明らかにしている？
デメリット
・無知の問題
→ある行為が不正を引き起こすと知らない場合、その責任があるのか？
・世代の問題
→なぜ現在世代が負担をしなければならないのか？
汚染者負担原則
3
3.気候変動の科学的な知見が一般的になったのは1980年代頃からと言われている。 12/17
  


	13. e.g.植民地支配や奴隷制度、侵略戦争に対する賠償の問題
・産業革命以来イギリス人は豊かな生活を享受してきた
・豊かな生活は地球温暖化の原因である
・地球温暖化は現在世代の途上国や将来世代を苦しめる
→現世世代はなぜ過去世代の不正行為の責任を負わなきゃいけないの？
回答の一つ：
個人としての責任ではなく「イギリス人としての責任」
→個人として不正行為ではなく社会としての不正行為
よって社会として責任を負うべきである
歴史的不正義とその賠償
4
4.こうした議論のために「ナショナリズム」が使えるのは言うまでもない。 13/17
  


	14. 能力に基づく負担分配
→できる国がより多くを負担していこう
メリット
・現在世代がなぜ歴史的不正義を賠償責任があるのかという難しい問題を
回避している
☞恵まれている人々はなぜ恵まれていない人々と比較して多くの負担を負
わなければならないのか？
(1)社会全体の幸福に繋がる（功利主義）
(2)生まれの境遇が分からない場合先進国の責任に同意する（社会契約）
能力原則
14/17
  


	15. 地球温暖化の緩和策と適応策
→この負担をどのように分配するのか？
なぜ難しいのか？
(1)現在における先進国と途上国のあいだの経済格差の他
(2)過去における先進国によるCO2排出
(3)将来世代への悪影響
考えられる回答
・歴史的不正義とその賠償として
・現在の恵まれた地位とその責任として
まとめ：気候正義
5
5.各国がどのように難民受け入れ負担を受容するのかについても、これと同じ回答を与えることができる 15/17
  


	16. 将来世代はどの程度配慮されるべきか？
・現在世代と将来世代の利益が競合する場合、どのように評価するべき？
e.g.原子力発電とその処理問題
→社会的割引率(socialdiscountrate)
・現在世代の政策決定はそもそも将来世代に対して悪影響を与えるのか？
→非同一性問題(non-identityproblem)
さらなる理論的問題
6
7
6.経済学者は、将来の利益やニーズを現在の利益やニーズから割り引くことで世代間の利益を比較している。
7.ある行為や政策が人間に影響があるというためには、ある行為や政策が行われた場合と行われなかった場合の人
格が同一でなければ影響があると言えない。しかしこれらの世代を越える場合、ある行為や政策が行われた場合と
行われなかった場合の人格が同一であるとは言えないことから、現在世代の行為や政策が将来世代に対して悪影響
を与えるとは言えない問題のこと。 16/17
  


	17. GL15
学期末テスト
グローバル化と生活(Globaliazation,farris2023)
福原正人（nonxxxizm@icloud.com） 17/17
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